




























が指摘されている（Kamii, Miyakawa, & Kato, 
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またWolfgang, Stannard, & Jones （2001） は，
積み木がその後の数学的能力に影響を及ぼす，と
















質的な研究ではあるが，Park, Chase, & Boyd 
（2008） は，年少児の積み木への数学的な関りを










Casey, Andrews, Schindler, Kersh, Samper, 
& Copley （2008） の研究は，教師の幼児への積


































































































参加児：千葉県内の私立保育園に通う 4 歳児 3
名（男児 2 名，女児 1 名），5 歳児 3 名（男児 2 名，




検査日時：2017 年 4 月から 8 月まで，各月第
1 週目の定めた曜日の午前 10 時～ 12 時に実施し，
その際に観察も行った。4 月 17 日（この日だけ
例外的に 3 週目），5 月 8 日，6 月 5 日，7 月 3 日，




















プラ 6 個で構成されている。A ～ D 以外を土台
として，参加児には A ～ D の 4 つの再構成を求
めた。つまり，最初は２本のカプラのみが示され
ている。積み木２はイスと称し，これはカプラ
12 個で構成されている。A ～ D 以外を土台とし
て，被験者には A ～ D の４つの再構成を求めた。
積み木３は園長先生のイスと称し，これはカプラ
17個で構成されている。A～I以外を土台として，
参加児には A ～ I の 9 つの再構成の試行が求め
られた。
これら 3 種類の見本に対して，土台の提示の仕





























（日本語版 BRIEF-P: 浮穴ら ,2008）を追加した尺
度を利用し，該当児に関して z 得点ならびに 5 段




























































4 歳児クラスの MA（女児，4 ; 2 実験開始時の年
齢，4 歳児では普通の子どもとして保育者から選



















の正解度数合計（0 ～ 9 点幅）を用いて，χ２検
定を実施した。MA は積み木の形は 4 月から 8
月にかけて成績が上昇する有意傾向が認められた
就学前児の積み木構成における手操作の縦断研究248
（χ2 （4）= 9.474, .05<p<.10）。残差分析を行った
ところ，4 月の成績が有意に低かった（R= －
2.673, p<.01）。角度は有意差が認められなかった。






を対象とし，積み木 1, 2, 3 それぞれの 0, 90, 180
度における 7 月のデータを抽出した。実際に実験
に参加し教示を行った A と，映像でのみ検査の
反応を見ただけの B の 2 名の評定からカッパ係












4 月 17 日 5 月 8 日 6 月 5 日 7 月 3 日 8 月 8 日
形 角度 形 角度 形 角度 形 角度 形 角度
0 度積み木１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×
0 度積み木 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
0 度積み木 3 × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
90 度積み木 1 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
90 度積み木 2 ○ × ○ × ○ × ○ × ○ ×
90 度積み木 3 × × ○ × ○ × × × ○ ×
180 度積み木 1 ○ × ○ × ○ ○ × × ○ ×
180 度積み木 2 ○ × ○ × ○ × ○ × ○ ×
180 度積み木 3 × × ○ × ○ × ○ × ○ ×
MI 5；1
実験内容
4 月 17 日 5 月 8 日 6 月 5 日 7 月 3 日 8 月 8 日
形 角度 形 角度 形 角度 形 角度 形 角度
0 度積み木１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
0 度積み木 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
0 度積み木 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
90 度積み木 1 ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ×
90 度積み木 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
90 度積み木 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
180 度積み木 1 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○
180 度積み木 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
180 度積み木 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
HA 6；0
実験内容
4 月 17 日 5 月 8 日 6 月 5 日 7 月 3 日 8 月 8 日
形 角度 形 角度 形 角度 形 角度 形 角度
0 度積み木１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
0 度積み木 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
0 度積み木 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
90 度積み木 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
90 度積み木 2 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○
90 度積み木 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
180 度積み木 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
180 度積み木 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○







MA であるが，観察した 4 月から 8 月までの
月齢変化は CA 4;2 ～ 4;6 となる。両手カテゴリ
ーでは 4 月から 8 月にかけて有意差が認められ




齢 間 に 有 意 差 が 認 め ら れ（ χ2（4）= 58.01, 
p<.01），4 月に比べると他の月での現れが少なく
なった（p<.5）。ただし 7 月は 8 月に比べ多く出
現した（p<.05）。見比べでは月齢間の差が認めら











（4） = 15.91, p<.01），5 月が 4 月よりも多く現れ
ていた（p<.05）。
MAの0. 90. 180度間の変化についてであるが，
両手（χ2（2）= 9.99, p<.01），片手（χ2（2）= 
8.84, p<.05）の度数は角度が増大するにつれ減少
した（図３）。ともに 90 度や 180 度は 0 度より高
い出現度数となった（p<.05）。見比べ，調整，崩
図２ MAの月別カテゴリー度数変化









MI は 4 月と 7 月の構成カテゴリーのデータが
不完全であったので，5，6，8 月の変化を検討し
た。5 月から 8 月までの月齢変化は CA 5;2 ～ 5;5
となる。両手では 5 月から 8 月にかけて生起度数
に違いが認められ（χ2（2）= 9.40, p<.01），多重
比較の結果，図 4 に示されるように 5 月から 8 月
にかけて減少が著しく（p<.05），片手（χ2（2）
= 10.40, p<.01） や 見 比 べ（ χ2（2）= 30.79, 
p<.01）でも月齢間で差が認められ，片手では 5
月や 6 月から 8 月への減少が認められ（p<.05），










HA は 4 月から 7 月までの月齢変化が対象とな
った（8 月は本児が休んだためにデータが取得で






























MA であるが，図 8 に示したように 4 月（CA 
4;2）の時点（効果量 g = .182, p<.01）や 7 月（CA 
4;5）の時点（g = .104, p<.01）で手使用が手操作
より優っている。しかし，8 月になると逆転し手
使用より手操作の方が多くなった（g = .106, 
p<.01）。一方，手使用の月齢変化が認められ（χ2
（4）= 120.49, p<.01），4 月が他の月に比べて多く
（p<.05），7 月が 6 月や 8 月に比べ多く現れてい
た（p<.05）。しかし手操作では月齢変化は認めら
れなかった。角度では 0 度（g = .112, p<.01），
90 度（g = .060, .05<p<.10）で手使用が手操作よ
り多く現れた。180 度では差はなかった。




（g = .134, p<.01），図 9 に示すように 8 月に至っ
て手操作が手使用を上回り有意傾向だが逆転がみ
られる（g = .078, 片側検定で .05<p<.05）。角度





認められ（χ2（3）= 24.639, p<.01），4 月（6;0）






= .194, p<.01），5 月になると逆転し手操作が手使
用を上回った（g = .109, p<.01）。それ以降での




3 名の z 得点ならびに 5 段階評定を表 2 に示し
た。5 歳児の MI は 6 変数全てでｚ得点の値が‐
σ以下（5 段階で 1 の評定値）であった。同じく
5 歳児の HA は感情コントロール（E）で評定値
１であった。一方で4歳児であるにもかかわらず，
MA は平均的な評定値 3 を大半の変数で占めて
いた。MI と MA との差異が際立つ結果となった。
考　察
１．逆転現象
　まず，MA は観察期間の 4 月（CA 4:2）か
ら 8 月（CA 4:6）にかけて形も方位も成績が上
昇し，構成の理解という点では急速に発達したこ
とを示している。MI と HA は月齢による変化が
なかったが，彼らは年齢群でいうと MA より 1
歳上の 5 歳児クラス（年長）であり，開始時から
高得点であった。しかし，実際のカテゴリーの生
起度数を比較検討したところ，MA と MI は共通
点が多く積み木構成の仕方においては同レベルで
あることが推測される。一方，HA はより進んだ





HA は 4 月時点（CA 6:0）で既に無駄のない構成
行為を行っており，その後も出現度数に変化がな
かったため MA や MI とは異なるものであった。






すると，MA や MI は開始時においてのみ手使用
の方が手操作よりも多く現れ，MA は 4 ヶ月後








































































訳出 中垣 2007; Piaget ,1947/1967）。Kamii et 
al.（2004）の積み木構成の研究では，構成行為に
























































































から MA や MI は 3 ～ 4 ヶ月かかったが，HA は
























MA では 0, 90, 180 度と増加するにつれ，両手，
片手での出現度数の減少が認められた。MI や
HA では角度間の有意差が認められなかった。ま






MI は 0 度と 180 度で手使用が手操作より多く，
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Longitudinal study of manual operation in block building with 
pre-school children. 
Mitsuru Noda＊ , Yoko Ochiai ＊＊ , Nozomi Sasaki＊＊＊
Abstract
This study investigated a longitudinal change in manual operation in early childhood. Three young children 
(aged 4 and 5 years) performed a block building task, reproducing a sample form and orientation (0, 90, 180 
degrees). The participants’ hand-movement changes were examined based on age. The results were organized 
by hand use (using both hands/one hand), manual operation (adjustment/collapse/pinch), and comparison with 
sample. Two children's hand use decreased and manual operation increased with age, and one child with a high 
constitution level showed a reversal of hand use and manual operation ability within a few months. The 
transition from simple to refined movements was captured, which seemed to be greatly related to the 
development of dexterity and motor skills. The possibility that self-control was related to attention which plays 
a signiﬁcant role in the association between representation and action in child development.
 keywords: manipulation, hand-using, skillfulness, self-regulation, imagery, KAPLA
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